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水稲における無代掻き作韓直播栽培浜に関する研究
第3報 緩効性肥料の利用による全量基肥施肥
賓藤邦行 ｡佐藤貴之串｡黒田俊郎*
(汎用耕地部門)
緒 言
既報6,7)において,直播栽培の一層の省力化を目的として,無代掻き作溝直播,乾 ◎
湛折衷直播,いわゆるカリフォルニア方式1,4,8)の体系化について検討を行った.そ
の結果,乾田状態で作溝した播種面に種籾を散播して湛水することにより,代掻き作
業の省略と播種作業の簡易化が可能で,溝の崩壊による覆土効果も確認された｡さら
に,カルパー粉表した種子を播種することにより,出芽率 ｡苗立ち率が向上するとと
もに,倒伏軽減剤の処理により,梓長は19%短縮し,収量の安定化に有効であること
が明らかになった.さらなる省力化を目指した場合,肥培管理の省略,すなわち,揺
効性肥料を用いた全量基肥 (1回施用)体系の確立が不可欠である.
緩効性肥料は,速効性肥料を安定な皮膜で被覆し,肥料成分の溶出速度を調節した
もので,その溶出率は主として温度によって規制され,肥料成分の溶出パターンは,
初期の溶出割合の高い放物線タイプ,直線的に溶出するリニアタイプ,初期の溶出が
抑制されるシグモイ ドタイプなど,様々な肥料が開発されている4).また,25℃で80
%の成分が溶出するまでの日数で40,100,140日型などの種類も用意され,各地域の
気象 ｡土壌条件,品種などに応じて様々な施肥体系に利用され始めている.
岡山県における乾田直播栽培では,140日タイプ全量基肥体系で,普通化成慣行栽
培と同等か,それ以上の収量を得ている4).特に漏水の著しい水田においても適用で
きる点に,そのメリットが大きい.
そこで,本報告では緩効性肥料を用いた全量基肥施肥を無代掻き作構直播に適用し,
普通化成慣行施肥栽培と水稲の生育収量を比較した.
材料と方法
試験区の設定と栽培方法 :試験は岡山大学農学部附属農場3号水田 (灰色低地土)
において品種アケボノを用い,1994年5月17日に乾田状態の水田に幅30cm(深さ6cm)
で作溝を行い,2日後の5月19日に10a当り5kg(乾籾換算)の種子を動力散粒機で播種
(散播)した後,湛水を行った.作満は,アップカットロータリ同時作構機6,7, 8'
(小橋工業製試作機)を用いて砕土と同時に行った.播種に際しては,種籾を比重
1.13で塩水選を行った後,種子消毒 (スボルタック乳剤1000倍液)を行って13℃で5
日間浸種し,ハ ト胸状態まで催芽させた.播種前日に酸素供給剤カルパー (保土谷化
学)を催芽籾に1.5倍量粉表し,翌日まで陰干しを行った.試験区は化成肥料区とL
p肥料区の2区を設定し (第1表),化成肥料区では燐加安44号を用いて,10a当り窒
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第 1義 試 験 区 構 成
施肥(月/冒)
施肥量 (kg/iOa)
化成慣行区 LP区
第 2表 苗 立 ち数
年次o区(品種) 苗立ち数(本/mz)
N-P205-監20 N-P205-監20 1993年 無処理区 80｡1±13｡5
基肥(5/17) 5｡0-64巨4｡6 8｡0-8｡0-8｡0
追肥且(7/5) 2｡0-2Q4-1｡9
追肥2(8/9) 2.0-2.4-1.9
追肥3(9/6) 2.0-2.4-1.9
合 計 11.0-13｡4｣0｡28｡0-8｡0-8｡0
第 3表 葉 色 値 の 推 移
(冒泰暗)か川O-区 108｡8±22｡3
1994年* 化成区 122｡8±35｡8
(アケホリ) LP区 93｡1±26｡1
*:カルハO-処理
試験区
7/127/207/268/2 8/9 8/168/228/309/6 9/139/20
化成区 35｡7 30｡7 30｡0 29｡828｡7 31｡931｡335｡634｡833｡7 33｡7
LP区 35｡733｡732｡732｡931｡431｡532｡7330834｡034｡234｡2
素成分で基肥に5kg,追肥としてつなぎ肥 (7月5日),穂肥 (8月9日),実肥 (9月6
日)を各2kg施用した｡LP肥料区では,LP複合140E-80(14-14-14)を用い,全量
基肥として5月17日に作溝を行う前に,全面に散布した｡試験区面積は一区当り4.2a
(35×12m)とし,反復は行わなかった.
播種後は常時湛水状態として栽培を行い,除草剤としてプッシュ粒瓢 およびバサ
グラン液剤を, 殺虫剤としてルーバンM粒軌 ヒノバイマク粉乳 バリダシン粉剤を
散布した｡出穂期は両区とも9月5日で,収穫期は10月23日であった.
調査項目と調査方法 :播種時に0.36m2(0.6×0.6In)の調査区を各区に6か所設け,6月
2日(播種後14日)に出芽した苗のうち十分に定着した数を調査し,苗立ち数を求めた.
苗立ちの調査を行った6つの調査区の中から,苗立ち数の平均的な3つの調査区につ
いて,草丈,茎数,菓齢,および葉色値を約1週間おきに生育を追って調査した.
収穫期に各区から任意に8か所 (1.2×1.0m)を地際から刈取り,20日間風乾させた
徳,収量調査を行った.収量は全重を測定後すべての穂を抜き取り,脱穀 ◎籾摺りし
て粗玄米 ◎精玄米重を求めた｡収量構成要素は,2反復に均分した約30gの粗籾の総籾
数を求め,比垂i.06で比重選を行った精籾数を数えて,登熟歩合を算出した.籾摺り
を行った後,縦目飾いで粒厚別分布を求め,1.7mm以上の精玄米の千粒重を求めた｡
試験結果
気象概況 :1994年は記録的な高温,少雨となり,平均気温は栽培期間を通じて平年
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を上回り,特に7月から8月上旬にか
けて平年より約3℃近く高い目が続
いた.日照時間も6月下旬から9月
中旬まで平年よりかなり多かっ
た｡降水量は5月から9月中旬まで
平年を大きく下回り,各地で給水
制限が実施された.しかし,7月7
日には岡山市内で局知的な豪雨
(目最大1時間降水量 岡山73.5
mm)となり,各所で被害がでた｡
農学部附属農場3号水田でも取水口
と排水口から水が噴き出し,水田全
体が数時間にわたり冠水状態にな
った.台風の被害はほとんどなか
った.
苗立ち数 (第2表) :播種後14
日目の苗立ち数を1993年と比較し _
た｡1993年は日本
晴を用いて,カルパー処理の有無
が苗立ち数に及ぼす影響を検討し
たが,無処理区の80.1本/m2に対し
て,カルパー処理区では108.8本/
m2とカルパー処理により苗立ち数
は36%多くなった.1994年は両区
ともカルパー処理を行ったため,
化成区で122.8本/m2,LP区で93.1
本/m2と化成区では1993年を上回る
苗立ち数が確保された｡この要因
として,播種後の気温が平年並み
に経過したことが関係すると推察
された｡
生育経過 :葉齢は,7月12日以降
化成区に比べLP区でやや高く推
移したが,最終的に化成区で16.3,
LP区で16.7と区間の相違は小さ
くなった (第 1図)｡草丈も,化
成区に比べ,LP区で高く推移した
が,最終的な草丈は化成区で121.7
cm,LP区で122.9cmと両区でほぼ
等しくなった (第2図).茎数は
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第1図 葉齢の推移 ○:化成区,△:LP区
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第2図 草丈の推移 ○:化成区,△:LP区
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第3図 茎数の推移 ○:化成区,△:LP区
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第4歳 化成区とLP区の収量関連形質
区 全 重 総籾重 精籾重 総玄米重 わら重 籾/わら
(g/mB)(g/mB)(g/mB) (g/mB) (g/mB) 比
化成区 1569 689｡9 6 36｡2 565.8 879｡1 0｡79
LP区 1892 823 ｡3 721｡5 672｡1 1068.7 0｡77
第5表 化成区とLP区の収量構成要素
区 穂 数 1穂籾数 総籾数 登熟歩合 千粒重*精玄米重*
(本/mB)(g/mB)(/mB) (%) (g) (g/mB)
化成区 326 79｡3 2 585 3 86｡6 24｡0 547｡1
iP区 37 3 88 ｡4 32 970 81｡8 23.2 637｡8
*:水分14.5%
両区ともに活着後急速に増加し始め,7月12日に化成区で928,LP区で867と最大値
をとり,その後減少して化成区で388,LP区で403となった (第3図)｡すなわち,
苗立ち数が多かったことを反映して,両区ともに無効分げっが極めて多く,有効茎歩
合はLP区の46.5%に比べ化成区で41.8%と低かった.葉色値は,7月20日から8月9
日にかけて化成区に比べLP区で高くなったが,登熟期の相違は小さくなった (第3
義)｡すなわち,LP区では生育中期の肥効の高いことが認められた｡
収量関連形質及び収量構成要素 :LP区は化成区に比べ,全重で21%,総玄米重で
19%多く,籾/わら比は逆に小さくなった (第4表).収量は化成区が547g/m2,LP
区が638g/m2とLP区で16%多くなった (第5表).この要因を構成要素からみると,
穂数が14%,1穂粒数が11%多いことにより,m2当り籾数は化成区の25853に比べ,L
p区で32970と28%多くなった.登熟歩合 申千粒重はLP区で若干小さくなったもの
の,LP区の収量が多かったのは,化成区に比べより多くの籾数を確保できたことが
関係 していた｡
考 察
今までの無代掻き直播栽培法を見直し,一層の省力化 安定性 多収性および低コ
ス ト化を図るため,無代掻き作溝直播栽培法の確立を目的として,緩効性肥料を用い
た全量基肥 (1回施用)体系を採用し,乾田状態で作溝した播種面にカルパー粉表し
た種子を散播で播種した後,湛水するという方法1,3,7'で1993年に引き続き実証試験
栽培を行った｡
直播栽培においては,化成肥料を用いた慣行栽培では通常3回～6回の追肥が肥培管
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理の基本となっている.しかし,さらなる省力を目指した場合,追肥作業の省略は稲
作作業時間の著しい減少をもたらす｡近年,様々な緩効性肥料が開発され,各地域の
気象 ｡土壌条件,品種などに応じて様々な施肥体系に利用され始めている.
本試験においても,LP区の収量は638g/mBと化成区の547g/曲こ比べ,17%多収を
示した｡この要因はより多くの総籾数を確保できた点にある.化成区の10a当り窒素
施肥量は11kgとLP区の8kgに比べ多かったにも拘わらず,より多くの籾数を確保で
きたということは,稲の吸収窒素量と籾数とは正の相関関係にあること8)から考える
と,LP区では施肥窒素の利用効率が高いことを示唆している.特にLP区の1穂粒
数が化成区に比べ多かったことは,化成区の穂肥 (8月9日)よりも緩効性肥料の方が
穎花分化に必要な窒素を十分に供給できたことを示している.逆に言うと,慣行に従
って穂肥を追肥しても,十分な効果を発揮しないことのあることがわかった.また,
LP区の葉色値は化成区の追肥直後を除いて,常に高く推移したことから,緩効性肥
料の肥効の持続力が認められた.
緩効性肥料のリニアタイプは水稲の生育中期以降も継続的な窒素の溶出がみられ,
葉色も高く推移するため,生育中期の窒素過剰は収量不安定化の一因となることが指
摘されている2)｡しかし,本研究では天候が良かったこととも関連して,登熟歩合の
低下は小さく,穎花数の増大は多収に結びついた.埼玉県農試では,LP50日リニア
タイプとLP100日シグモイドタイプを組み合わせて全量基肥施肥を行い,慣行分施
区に比べ同等以上の収量を得ている2).また,岡山県農試が行った不耕起乾田直播栽
培の現地適応試験においても,LP140日リニアタイプを用いて,533-656kg/10aと
高い収量を得ている4).
本研究においても,638kg/10aと高い収量が得られ,今後緩効性肥料の積極的導入
により,直播栽培においても安定した多収,追肥回数の省略が可能となることが示唆
された.
さらなる低コストを目指す上で, 無`代掻き'は重要なキーワードである5).現在,
実証試験が進められている不耕起乾田直播栽培は耕起乾田直播に比較して多湿条件下
でも播種できる点にメリットが大きい3).しかし,播種前の耕転整地を除草剤散布で
代替しなければならないし,乾田期における除草剤散布は2種混合の乳剤を用いるた
め,雑草防除作業は全天候型ではない点に課題が残る.この点から,無代掻き折衷直
播を考えると,不耕起に比べ耕転のコスト増と耕転と作溝が天候に左右される点 (播
種前5日以内)が課題である.しかし,折衷直播では用水が確保されれば,播種後湛
水するため雑草の発生は少なく,鳥害の心配はなく,苗立ち後粒剤の除草剤散布 (一
発剤)で雑草防除を行うことができる｡したがって,漏水田でなければ十分採用が可
能である.また,緩効性肥料を用いた全量基肥施肥により,肥培管理の省略が可能で,
さらなる労働時間の短縮が期待された.今後,それぞれの地域において,土壌肥沃度,
天候,作期,品種に応じた直播栽培における全量基肥施肥体系の確立が急務であろう.
摘 要
本試験はこれまでの直播栽培法の一層の省力化,安定性,多収性および低コス ト化
を目的として1993年に引き続き無代掻き作溝直播栽培法における緩効性肥料を用いた
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全量基肥施肥体系の検討を行った｡
岡山大学農学部附属農場の水田において品種日本晴を用い,1994年5月19日に乾田
状態の水田に溝幅30cmで作溝を行い,10a当たり5kgの種子にカルパーを粉表して,動
力散粒機で播種し,播種後湛水を行った.試験区は化成慣行区とLP肥料区を設定し,
化成区では3回に分けて追肥を行い,LP区は140日タイプを全量基肥として施用した.
(1)カルパー処理を行った結果,両区ともに93-123本/mBの苗立ち数が得られた｡
(2)葉齢 d草丈 魯茎数ともに,化成区に比べLP区で若干高く推移した｡葉色値も生
育中期にはLP区で高くなった.
(3)穂数 ｡1穂粒数は化成区に比べ直播区で多く,mB当り籾数はLP区で32970と化成
区に比べ28%多くなった｡登熟歩合 ◎千粒重はLP区で若干小さくなったが,精玄
米収量は化成区の547g/曲 こ比べ,LP区は638g/mBと16%収量が多くなった.
(4)以上の結果,緩効性肥料の利用により,肥料の利用効率が高まり,施肥回数の省
略とともに増収することが認められた.今後,無代掻き作溝直播栽培における全量
基肥 (1回)施用体系の確立は,さらなる労働時間短縮が期待されると推察された｡
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